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市
教
育
委
員
会
は
、
６
月
22

日
、
虫
明
焼
作
家
の
黒
井
完
治

（
号
・
千
左
、
邑
久
町
虫
明
在
住
）

さ
ん
を
、
市
指
定
重
要
無
形
文

化
財
（
虫
明
焼
製
作
技
術
）
保

持
者
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
黒
井
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に

京
都
市
立
工
芸
指
導
所
を
修
了
。

そ
の
後
、
邑
久
町
虫
明
に
帰
郷

し
、
父
で
岡
山
県
指
定
重
要
無

形
文
化
財
（
虫
明
焼
製
作
技
術
）

保
持
者
で
あ
っ
た
故
黒
井
一
楽

さ
ん
の
も
と
で
作
陶
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

　
以
来
40
数
年
に
わ
た
っ
て
虫

明
焼
の
製
作
に
取
り
組
み
、
平

成
14
年
に
は
岡
山
県
文
化
奨
励

賞
、
平
成
19
年
に
は
山
陽
新
聞

賞
（
文
化
功
労
）
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

虫
明
焼
と
は
？
　

　
虫
明
焼
は
、
江
戸
時
代
中
期

に
、
邑
久
町
虫
明
に
陣
屋
を
構

え
て
い
た
岡
山
藩
家
老
伊
木
氏

の
御
庭
窯
と
し
て
始
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
釉
薬
を
掛

け
た
京
焼
系
の
優
美
な
焼
物
で
、

特
に
茶
道
具
と
し
て
人
気
を
得

て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
内
で
も
特
徴
あ
る
伝

統
的
工
芸
品
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
い
て
、
昭
和
63
年
に
は
岡
山

県
知
事
指
定
郷
土
伝
統
的
工
芸

品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
虫
明
焼
の
歴
史
の
中

で
か
か
せ
な
い
の
が
、
伊
木
家

十
四
代
の
忠
澄
（
三
猿
斎
）
で

す
。
三
猿
斎
は
、
虫
明
の
立
場

に
御
庭
窯
を
築
き
、
京
都
か
ら

名
工
と
し
て
名
高
い
初
代
清
風

与
平
を
招
き
ま
し
た
。

　
清
風
与
平
が
虫
明
で
制
作
し

た
「
菊
絵
菓
子
鉢
」
は
、
市
が

所
蔵
す
る
虫
明
焼
の
中
で
も
代

表
作
と
呼
べ
る
も
の
で
、
中
央

公
民
館
虫
明
焼
展
示
室
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
京
焼
の
名
工
真
葛

香
山
（
宮
川
香
山
）
が
虫
明
で

制
作
し
た
「
真
葛
作
　
楠
渓
下

絵
染
付
手
付
樽
」
は
、
岡
山
県

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
に
期
待

　
虫
明
焼
の
特
徴
で
あ
る
伝
統

的
な
釉
薬
は
、
松
の
灰
か
ら
作

ら
れ
ま
す
。

　
釉
薬
は
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
か

ら
作
ら
れ
ま
す
が
、
高
い
温
度

で
焼
く
こ
と
に
よ
っ
て
化
学
変

化
を
引
き
起
こ
し
、
美
し
い
色

に
な
り
ま
す
。
原
料
の
調
合
割

合
や
、
焼
く
と
き
の
温
度
、
冷

ま
し
方
な
ど
を
変
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
発
色
が
ま
っ
た
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
釉
薬
を
使
っ
た
陶
器
は
、
工

程
が
複
雑
で
手
間
も
か
か
り
ま

す
が
、
黒
井
さ
ん
は
こ
の
釉
薬

の
奥
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
今
も

そ
の
研
究
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
黒
井
さ
ん
は
虫
明

焼
の
伝
統
的
な
製
作
技
術
を
継

承
し
つ
つ
、
象
嵌
と
い
う
技
法

を
取
り
入
れ
た
新
た
な
境
地
を

確
立
し
て
い
ま
す
。

　
象
嵌
と
は
、
色
の
違
う
土
を

埋
め
込
ん
で
模
様
を
作
り
出
す

技
法
の
こ
と
で
す
。
細
か
い
作

業
を
繰
り
返
し
、
美
し
い
文
様

を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
し
い
釉
薬
を
試
し
た
り
、

象
嵌
を
用
い
た
り
し
て
、
多
彩

な
表
現
で
新
し
い
虫
明
焼
の
世

界
を
切
り
開
き
、
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
黒
井
さ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
虫
明
焼
の
伝

統
的
な
技
術
を
し
っ
か
り
と
守

り
、
後
継
者
の
育
成
に
も
力
を

尽
く
し
な
が
ら
、
虫
明
焼
の
名

声
が
さ
ら
に
高
ま
る
よ
う
、
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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黒
井
千
左
さ
ん
（
虫
明
焼
作
家
）

　
　
　
　
市
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　中央公民館図書室　　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

　名前を付ける基本や先輩ママ、
パパのこだわり名付け体験記などを
紹介。優しい子に、世界に羽ばたく
子に．．．赤ちゃんの幸せな人生を願
って、素敵な名前をプレゼントしたい
ですね！

八月社　編

育てておいしいはじめてのゴー
ヤー＋島やさい図鑑

　暑い夏を涼しく過ごし、地球に
優しい「緑のカーテン」としても注
目されるゴーヤー。栄養豊富な夏
野菜として、おいしい食べ方や栄
養学を紹介。健康的で経済的な
ゴーヤーを試してみませんか。

内田　麟太郎　作

なきすぎてはいけない

　泣いてもいい。でも、泣き過ぎて
はいけない。誰もが経験する大切
な人との「お別れの日」。見守り続
けたいと願う祖父の孫への愛情を
描いた切なくて、優しさあふれる絵
本です。 

今月のおすすめ本

上記の本は市内各図書館・室で借りられます。

　９月 21日から９月 30 日まで「ゆず

りあう　心で走る　岡山路」をスロー

ガンに岡山県下一斉に秋の交通安全県

民運動が展開されます。

　瀬戸内市においても、９月17日（木）

10時から牛窓中学校運動場で出発式を

行い、18日（金）には長船･邑久･牛窓

の県道で通行車両への啓発活動を行う

など、次の自主重点目標を掲げ、市内

各地で幼児、小・中学生、高齢者をは

じめ広く市民の皆さんに交通安全を呼

びかける行事を予定しています。

●瀬戸内市の自主重点目標

①地域･職場等における飲酒運転の根絶

②交差点・踏切の安全確認の徹底

③夜光反射材の活用推進

飲酒運転を根絶しよう！
　また、平成21年６月から飲酒運転に

対する行政処分が大幅に強化されました。

その一部が下表です。この運動を機会に、

幸せな生活を一瞬にして壊してしまう「飲

酒運転」の根絶を目指し、ルールを守

って思いやりのある運転を実践する大

切さを再確認しましょう。

秋の交通安全県民運動

黒井千左作「象嵌花文大皿」

黒井千左作「窯変落雁水指」

か
ん  

じ

い
ち
ら
く

お 

に
わ
が
ま

ゆ
う
や
く

た
だ
ず
み

さ
ん
え
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さ
い

た
ち 
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も
ん
よ
う

せ
い
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う
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い

き
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か   

し  
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く
ず

こ
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な
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つ
け
た
る

ぞ
う
が
ん

田口　二州　著

男の子　女の子の名づけ全百科

　「
第
25
回
国
民
文
化
祭
・
お
か
や
ま

２
０
１
０
」
が
来
年
秋
に
岡
山
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
国
民
文
化
祭
は
、
ア
マ

チ
ュ
ア
を
中
心
と
し
た
演
劇
や
吹
奏
楽

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
の
成
果

を
全
国
規
模
で
発
表
す
る
文
化
の
祭
典

で
昭
和
61
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
３
日
、
国
民
文
化
祭
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、「
あ
っ
晴
れ
！
　
お
か
や
ま

国
文
祭
」
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
本
市
を
訪

れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
平
成
22
年

10
月
30
日（
土
）と
31
日（
日
）の
２
日
間
、

備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里
、
ゆ
め
ト
ピ

ア
長
船
、
長
船
町
福
岡
市
場
小
路
一
帯

を
会
場
に
、「
備
前
お
さ
ふ
ね
名
刀
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

作陶活動に励む黒井千左さん

飲酒運転の行政処分

国
民
文
化
祭
を
Ｐ
Ｒ

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
本
市
を
訪
問

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た

せ
ん  
さ

違反行為 処分内容違反
点数

酒気帯び運転：
呼気中アルコール濃度
（0.15mg/   以上 0.25mg/   未満）

免許停止90日

免許取消
（欠格期間２年）

免許取消
（欠格期間３年）

酒気帯び運転：
呼気中アルコール濃度
（0.25mg/　以上）

酒酔い運転

13点

25点

35点


